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リサーチ調査について

調査実施期間 :2024年3月---4月

700 13，000 12 23 
回答者数 回答者が過去3年間に

完了したプロジ、工クト数

業界 ヵ国

公共サービス (100) 通信 ・メディア (51) アメリカ [250] EMEA [230] APAC [220] 

4 
ユーティリティ (83) ライフサイエンス (51) 米国 (140) フランス (40) 中国 (50)

ハイテク (75) 化学 (49) ブラジル(48) ドイツ (40) インド (50)

産業 (63) ソフトウェア ・プラット メキシコ (32) イタリア (40) オーストラリア (40)

回答者

23，000 
エネルギー(55)

フォーム (46)
カナダ(30) スペイン (30) 日本(40)

プロフィール 天然資源 (55)
自動車 (40)

英国 (30) シンガポール(13)
航空宇宙 ・防衛 (32)

回答者が遂行する
UAE (19) マレーシア (9)

エンジニアリング/デザイン サウジアラビア (17) インドネシア (8)

建設業社/下請け業者 5百万ドル以上のプ口
アイルランド (10) タイ (4)

経営者および/または運営者 ジ、工クト数
クウェート (4) フィリピン (3)

経営者とエンジニアリング/
ベトナム (3)デザイン担当
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グローバル概況

社会インフラ&キャピタル・プロジェクトの需要が高まる中、
スケジュール、予算内での実施、ゴールを達成するプレッシャーが増大

社会インフラ&キャピタル・プロジ、工クト(住宅を除く)への総支出は

2025年末までに9兆米ドルを超えると予想されています*

Go E与 Q
V組

世界的に継続的なネット

ゼ口カーボンインフラへ
の注力

規制強化と世界的な貿易戦
争による新たな課題創出

より多くのコミュニティ
と市民団体が社会インフ
ラ&キャピタル・プロ
ジ、工クトに関与

人材とスキルのプールが
継続し縮小

〉 *出典:GlobalConstruction Outlook 
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キャピタル・プロジェクト
の遅延とコスト増加は一般
的ですが、その要因を議論
すべきです。

〉

日本の社会インフラ&キャ
ピタル・プロジェクトの

95% 
が、期目、予算内の計画を
達成していません。
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*コスト超過とスケジ、ユール遅延に寄与する主な要因

プロジェクト管理面の読み不足

設備と材料コストと供給量

複雑な規制環境

コンブライアンス要求

不十分な初期階での計画

サプライヤーのパフォーマンス不足

労働力と関連コストの減少

地域紛争

サイバー脅威

不十分なリスク管理

天候の乱れ/自然災害

人材/スキル不足 圃 . 16%

新技術の導入 ・・・・・ 13%

リーダーシツプ _ 8%

不十分な関係者対応 . 5%

82% 

〉 *アクセンチュアのキャピタル・プロジェクト調査2024の回答結果にて、トップ3の要因のlっとして評価されました。
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日本における大多数のキャピタル・プロジェクト
は計画目標が達成できず、予算と期日超過による
膨大な追加コストが発生しています。

78% 
の企業が予算と期日目標を10%以上超過し、平均

27%のコスト超過が発生しています。

一方、 5%
の企業は期日内にプロジェクトを完了し、計画
時の予算を約25%下回らせています。また、
17%の企業は期日と予算目標を+10%以内で達

成しています。

考与や
<p 

A..~ 
がv

会スケジ、ユール遅延による鍋失は、スケジ、ユールのずれ(バリアンス)に基づいて計算されます。実際の婦失には、追加の労働、機材レンタル、財務のコスト、および機会鍋失が含まれ、より多額になるでしょう。

契約総額の割合として

〉 Copyright @ 2025 Accenture. AII rights reserved. 9 



2020年以来、日
本の大規模なキャ
ピタル・プロジェ
クトでは、統合さ
れた柔軟な契約モ
デルが広く採用さ
れています。

〉

大規模なキャピタル・プロジ‘エクトで採用される契約モデル

エンジニアリング調達管理(EPM)

コストプラスまたはマテリアル契約

デザインビルド方式

統合プロジェクトデリバリー(lPD)

進行型デザインビルド方式

EPC契約(エンジ二アリング、調達、建設)

デザイン ・ビット ・ビルド方式

マルチプライム契約

インセンティブ報酬型

CMjGC契約

P3 DBFOM方式

EPC契約

保証最大価格制 (GMP)・・・・・・・・ 15%

固定/ランプサム契約 ・・・・・ 10%

50% 
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https://www.accenture.com/jp-ja/insights/infrastructure-capital-projects/blueprint-success
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